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職場における熱中症予防対策の徹底について  

 
今般、職場における熱中症による7月までの死傷者数（死者・休業4日以上）

が昨年に続き過去2番目の多さ、特に7月単月では最多となっております。例年
8月は死傷災害の発生件数が最多であることや、記録的な暑さとなっているこ
とを踏まえ、下記の通知等を参考に、 

○ 暑さ指数(WBGT値)を活用して、必要に応じて作業の中断等を徹底すること 
○ 異常を認めた場合は躊躇なく救急隊を要請すること 

等、状況に応じた熱中症予防対応の実施について、一層の取り組みを進めてい
ただけるよう、改めて周知をお願い申し上げます。 
つきましては、本通知の趣旨を御理解いただき、貴会会員ならびに貴会関係

郡市区医師会等への周知方につきまして、特段のご高配を賜わりますようお願
い申し上げます。 
 

記 
 
職場における熱中症予防基本対策要綱の策定について（令和3年5月12日付日医
発第130号） 
令和5年「STOP！熱中症 クールワークキャンペーン」の実施について（令和
5年3月10日付日医発第2294号） 
 
【参考情報】 
環境省：熱中症警戒アラート 
https://www.wbgt.env.go.jp/alert.php 
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安全衛生行政の推進につきまして、日頃から格別の御配慮をいただき、厚く御礼
申し上げます。
今般、職場における熱中症による死傷災害の発生状況（速報値）を取りまとめた
ところ、７月までの死傷者数計（死者・休業４日以上）が過去２番目の多さとなり、
特に７月単月では最多となっております （別紙）。
例年８月は死傷災害の発生件数が最多となっており、向こう１か月の季節予報で
は平均気温が平年より高い見込みと予想されており、対策に万全を期すことが重要
です。 職場における熱中症予防基本対策要綱の策定について （令和３年４月
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付け基発０４２０第３号） 及びＳＴＯＰ！熱中症

　

クールワークキャンペーン （令和５年

３月３日付け基安発 ０３０３第１号） に基づいて、関係事業者へ熱中症予防対策の周
知をお願い申し上げます。 特に、 暑さ指数 （ＷＢＧＴ） を把握、 活用して、 必要に応じ

て作業の中断等を徹底することや、異常を認めたときは、時賭なく救急隊を要請す
ることなど、 状況に応じた熱中症予防対応の実施について、 一層の取組を進めてい

ただけるよう、関係事業場への周知について特段の御理解と御協力をお願い申し上
げます。

【参考情報】

職場における熱中症予防基本対策要綱の策定について （令和３年４月２０日付け基発０４２０第３号）
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環境省；熱中症警戒アラート
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別紙

職場における熱中症による死傷災害の発生状況（速報値）

１月～５月 ６月 ７月 ７月末までもの累積数

令和５年 ２２（０） ４５（０） １４８（１１） ２１５（ＩＤ

令和４年 １８（０） １１８（５） １１６（８） ２５２（１３）

令和３年 ９（１） ２６（０） ５５（２） ９０（３）

令和２年 １４（１） ５７（０） ２２（２） ９３（３）

令和元年 ２８（０） ２４（０） ２０（７） ７２（７）

※

　

都道府県労働局が把握した、休業４日以上の死傷者数（括弧内は死亡者数）

（参考）令和４の職場における熱中症による死傷災害の発生状況（確定値）については、下

　　

記のホームページに掲載。
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